
 

 

 

 

森林サービス産業全国交流会開催要項 
「Forest Value Summit 2025～森林サービス産業の最前線と共創の場～」 

 

 

 

１ 概 要 

全国各地の森林空間を多様な分野で活用する活動に取り組む事業者等が集い、 

森林空間活用、森林サービス産業の先進事例を紹介するシンポジウムを開催。 

林野庁等からの話題提供や分科セミナーを通じて、参加者同士の交流と気づき、 

出会いによる新たな事業の創出を図る。 

 

２ 開催日 令和７年１１月４日（火）・５日（水） 

 

３ 会 場 トヨタ白川郷自然學校（岐阜県大野郡白川村馬狩２２３） 

 

４ 共 催 ぎふ森のある暮らし推進協議会・岐阜県 

 

５ 協 力 公益社団法人 国土緑化推進機構 

      （「緑と水の森林ファンド」助成事業） 

 

６ 後 援  

 

７ 対 象 「森林サービス産業」に関わる事業者及び関係者 

      「森林空間の活用」に興味関心のある方 

 

８ 定 員 ①全日程（宿泊・食事付き）：７０名 

      ②全日程（宿泊・食事なし）：４０名 

      ③４日のみ：２０名 

      ④５日のみ：２０名 

 

９ 参加費 ①全日程（１泊３食付き（４日夕、５日朝・昼））：20,000円 

       ※１部屋（定員４人）に３～４人の相部屋となります。 

      ②全日程（宿泊・食事なし）：7,000円※宿、食事は各自で手配願います。 

      ③４日のみ：4,000円 ※夕食は付きません 

      ④５日のみ（昼食付）：5,000円 ※朝食は付きません 

 

 

 

 



 

 

 

10 内 容 

（１）日 程 

【11月 4日（火）】 

時 間 プログラム 内   容 

12:45～13:15 受付 資料配布、部屋割り案内など 

13:30～13:50 開会式 挨拶、アイスブレイク 

13:50～14:20 話題提供① 林野庁による森林サービス産業の事例紹介 

14:20～15:20 話題提供② 岐阜県の森林サービス産業の事例紹介 

15:30～17:15 分科セミナーＡ ・事業者によるショートセッション（各 10分程度） 

・各会場に分かれての分科セミナー（各 60分程度） 

17:30～19:15 夕食 地元食材を使用したフランス料理のディナーを提供 

19:30～21:00 ネットワーキング 参加者によるショートセッションや繋がり構築の場 

※夕食の提供は、「①全日程（宿泊・食事付き）」で申し込まれた方が対象となります。 

※ネットワーキングは自由参加となっています。 

 
【11月 5日（水）】 

時 間 プログラム 内   容 

9:15～9:45 受付（5日のみ参加者） 資料配布 

9:45～10:00 ダイジェスト紹介 ・４日の様子を写真等で紹介し共有 

10:00～11:40 分科セミナーＢ ・事業者によるショートセッション（各 10分程度） 

・各会場に分かれての分科セミナー（各 60分程度） 

11:45～12:30 昼食  

12:40～14:20 分科セミナーＣ ・事業者によるショートセッション（各 10分程度） 

・各会場に分かれての分科セミナー（各 60分程度） 

14:30～15:15 クロージング 振り返り、閉会 

※昼食の提供は、「①全日程」、「④５日のみ」で申し込まれた方が対象となります。 

 

（２）＜話題提供＞ 11月 4日（火）13:50～15:20 
 
「話題提供」の時間では、林野庁が推進する「森業」に関する最新の政策動向をご
紹介し、山村地域の活性化に向けた森林空間の利活用の可能性について考察します。
さらに、岐阜県の森林サービス産業の育成に向けた取り組みや、地域と企業が協働
する中で見えてきた課題や展望を共有し、これからの森との関わり方を考える導入
的なセッションとして位置づけています。 

プログラム内容 キーワード 

話題提供① 
(仮称)「森業」の推進による山村地域の活性化 

森業 
登壇者：劔持 沙織氏（林野庁森林利用課山村振興・緑化推進室） 

話題提供②－１ 

トヨタ白川郷自然學校の紹介 

～五感と喜怒哀楽を手放すな！～ 
企業・地域・ 

自然学校 
登壇者：山田 俊行氏（トヨタ白川郷自然學校） 

話題提供②－２ 

森のようちえんの次なる挑戦「Haha-moriプロジェクト」 

～母と森が繋がり 母も森も輝く～ 親育ち 

登壇者：浅井 智子氏（（一社）MORIWARA） 

話題提供②－３ 

【飛騨高山】久々野の森時間 vol.0 

～スキー場跡地等を活用した体験プログラムと地域連携～ 地域連携 

登壇者：足立 真樹氏 (株)長瀬土建 ／ 桐山 淳一氏(株)ＭＧＮ 



 

 

 

（３）＜分科セミナーＡ＞ 11月 4日（火）（15:30～17:15） 
 
都市近郊の私有林を舞台に、遊びを通じた持続可能な山林経営を実践する（株）

T-FORESTRY、熱エネルギーを域内供給する薪火レストランを核に森林資源・観光・
食を循環させる（株）BASE TRES、災害をきっかけに企業と森をつなぐ新たな関係
性を築く（株）ソマノベース。それぞれの事業者が、森と人・地域を結ぶ独自のアプ
ローチを紹介します。多角的な森林活用の最前線に触れ、森の未来を考えるヒント
が満載な内容となっています。 
当日、ショートセッション後、お好きなセミナーをお選びいただけますが、会場設
営の参考のため、参加を予定しているセミナーを１つお選びいただき、お申込みく
ださい。 
 

プログラム内容 キーワード 

Ａ - ① 
「遊びが森を守る：持続可能な山林経営の実践と未来」 

多角経営 
登壇者：鈴木 毅人氏（（株）T-FORESTRY） 

Ａ - ② 

熱エネルギーを域内供給する薪火レストランを全国に！ 

「自然資源を循環させ、森と食と観光とを繋ぐ」 食と観光 

登壇者：松本 潤一郎氏（（株）BASE TRES） 

Ａ - ③ 
心地よい関わりの先に、災害のない未来を～人と森を繋ぐ新しいカタチ～ 人や企業との 

関わり 登壇者：奥川 季花氏 （（株）ソマノベース） 

 

 

 
（４）＜分科セミナーＢ＞ 11月 5日（水）（10:00～11:40） 
 
森林を活用した新たな可能性を探り、環境への貢献と企業価値の向上の両立を目
指し、森と未来、more trees、モリアゲの 3社による「企業による森林サービスを
活用した新たな価値づくりプロジェクト（通称ももも）」。子どもが遊び尽くせる森
づくりを軸に、保育・木育・人材育成を展開する（特非）Akitaコドモの森。森林セ
ラピーを活用し、企業研修や療育、地域づくりを実践する「癒しの森®」事業に取り
組む（株）さとゆめ。それぞれの事業者が、木材生産にとどまらない森林の可能性
を、「価値創出」「子育て」「健康」の三つの切り口から掘り下げます。森が社会にも
たらす新たな価値を考えるヒントが詰まった内容となっています。 
当日、ショートセッション後、お好きなセミナーをお選びいただけますが、会場設
営の参考のため、参加を予定しているセミナーを１つお選びいただき、お申込みく
ださい。 
 

プログラム内容 キーワード 

Ｂ - ① 

森と企業の共創が拓く、新たな価値とは？ 

企業 
登壇者：小野 なぎさ氏（（一社）森と未来） 

    水谷 伸吉氏（（一社）more trees） 

    長野 麻子氏（（株）モリアゲ） 

Ｂ - ② 

森林空間活⽤の成功ポイントは「⼦どもの育ち＋森づくり＋⼈材育成」 

～秋⽥の取り組みの事例発表～ こども・環境 

登壇者：小玉 朋子氏（（特非）Akitaコドモの森） 

Ｂ - ③ 
「信濃町と「癒しの森®」事業 ～森林セラピーを主軸とした地域活性化と企業連携～」 地域・企業・ 

健康 登壇者：宮嶋 真由氏 （（株）さとゆめ ） 



 

 

 

 

 

（５）＜分科セミナーＣ＞ 11月 5日（水）（12:40～14:20） 

 

木材以外の価値を森林から創出し、「誰にとっての、どんな価値か？」を問い直す
（株）百森。地域の森林を教育・交流・関係人口づくりに活かし、多世代が自然を媒
介に関わる場づくりを展開するまたね自然学校。セロトニン・マネジメントを軸に、
健康・医療と森林空間を結びつけたまちづくりを推進する（株）日本クアオルト研究
所。それぞれの事業者が、地域資源である森林の多様な価値や可能性に着目し、「山
林活用」「地域づくり」「健康」の視点から、森林サービス産業の枠にとらわれない新
たな展開と連携の可能性を考えるヒントが詰まった内容となっています。 
当日、ショートセッション後、お好きなセミナーをお選びいただけますが、会場設
営の参考のため、参加を予定しているセミナーを１つお選びいただき、お申込みく
ださい。 
 

プログラム内容 キーワード 

Ｃ - ① 
その価値は誰にとってのどんな価値？～「共通の価値」はない～ 

企業 
登壇者：清水 美波氏（（株）百森） 

Ｃ - ② 
「地域に根ざした森林活⽤プロデュース」 地域に根ざす 

森の可能性 登壇者：斉藤 竹夏氏（またね自然学校） 

Ｃ - ③ 
森林を活用する新潮流 クアオルト×セロトニンでウェルビーイング 

健康・医療 
登壇者：大城 孝幸氏 （（株）日本クアオルト研究所 ） 

 

 

11 参加申込 

 
 （１）申込方法 下記の申込フォーム（LoGoフォーム）よりお申込みください。 
 

   URL：https://logoform.jp/form/T8mB/1183827 

 
 （２）募集期間 会員 9月 1日（月）～10月 10日（金） 
         一般 9月 8日（月）～10月 10日（金）   （申込2次元コード） 

         ※先着順とし、定員になり次第、締め切ります。 
  
（３）そ の 他 ①ぎふ森のある暮らし推進協議会会員による先行申込について 

・１会員につき１名のお申込みとさせていただきます。 
・２名以上は一般からのお申込みとなります。 

         ②参加決定について 
          ・参加申込み完了後、参加費のお振込みが確認できましたら参加 

決定となります。 
③申込みのキャンセルについて 

          ・募集期間中は、申込みフォームの「申請状況照会」から、参加 
           申込み時に発行されるパスワードを入力し、キャンセルが可能 

です。 

・募集期間を過ぎた場合は、必ず電話にてご連絡ください。 

 

https://logoform.jp/form/T8mB/1183827


 

 

 

  （４）参加費のお支払いについて ※重要事項 

    参加申込み完了後、７日以内に下記口座にお振込みください。振込手数料は、 

各自負担です。 

振込が確認でき次第、参加決定となります。なお、振込期限を過ぎると申込み 

が取り消される場合がございますので、ご注意ください。 

    参加費をお振込みの際は、お申込みの際にメールで届く「受付番号」の下５桁  

   とお名前（カタカナ）を必ず記入してください。 

 

    例）受付番号 ＦＶ00000123 → 00123＋お名前（カタカナ） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）キャンセルについて 
    募集期間中（１０月１０日まで）にキャンセルされる場合は、申込みフォーム 

   の「申請状況照会」から、参加申込み時に発行される「パスワード」を入力し、 
キャンセルを行ってください。募集期間後（１０月１１日以降）にキャンセル 
される場合は、必ず電話にてご連絡ください。（０５８－２７２－８４７２） 
 その場合、規定に基づきキャンセル料が発生します。 
 参加費をお支払い後にキャンセルされた場合には、振込手数料を差し引いた 
額を返金します。 

 
   ●キャンセル料 （全国交流会開催日から起算されます） 

31日前まで 
30日前〜 
8日前 

7日前〜 
5日前 

4日前～ 
3日前 

2日前～前日 当日又は不泊 

無料 10% 50% 60% 70％ １００% 

 

12 交通アクセスについて 

 

  トヨタ白川郷自然學校のＨＰをご確認ください。 

https://toyota.eco-inst.jp/access/   

 

 

 

＜参加費振込先＞ 

下記のどちらかの銀行口座へお振り込みください。 
〇十六銀行 県庁支店（店番 163） 普通預金 
口座番号: 1405794  
口座名義:ぎふ森のある暮らし推進協議会 会長 山田 俊行 

 
〇大垣共立銀行 ぎふ県庁支店（店番 157） 普通預金 
 口座番号: 26735   
口座名義:ぎふ森のある暮らし推進協議会 



 

 

 

13 個人情報等について 

（１）個人情報 
申込み時に取得した個人情報は，本交流会に関わることにのみ使用し、それ 
以外の第三者への公開及び譲渡は一切しません。 

 
（２）カメラ・ビデオ撮影 
① 全国交流会における写真や動画等の撮影は可としますが、各分科セッション 
 等での動画撮影及び音声の録音は禁止します。ただし、登壇者が撮影等を許可 
 される場合はこの限りではありません。 
② 全国交流会における特定の個人への撮影は、本人の了解を得てください。 
③ 自分以外の者が写った写真を、SNSに掲載する際は、その者の了解を得てく 
 ださい。個人による SNSへの掲載については、主催者側は一切の責任を負いま 
せん。 
④ 主催者が指定する第三者が全国交流会の記録、報告書作成のために写真撮影 

 等を行い掲載することがありますので、あらかじめご了承願います。 
⑤ 新聞やテレビ等の報道機関の取材が入る可能性がありますので、あらかじめ 
 ご了承願います。撮影されたくない方は、その旨を伝えてください。 

 
（３）写真・動画の公開について 

全国交流会開催中に撮影しました写真、動画等につきまして、主催者側でＨＰ 
や Instagram、facebook等の SNSなどの広報活動、その他森林サービス産業の普 
及・推進のために使用する事があります。あらかじめご了承願います。ただし、 
氏名・住所等は掲載・公開いたしません。写真、動画等の使用に際し、不都合の 
ある方は、申込みの際、あらかじめご連絡ください。 

   なお、全国交流会の様子は、全国の自治体職員を対象に、オンライン配信を予 
  定していますので、あらかじめご了承願います。 

 
14 問合せ先 
   
  ぎふ森のある暮らし推進協議会事務局（県庁森林活用推進課内） 
  担当：河合・松原 
ＴＥＬ：０５８－２７２－８４７２（直通） 

  メールアドレス：c11513@pref.gifu.lg.jp 


